









古代 ･ 中世 ･ 近世という時代区分に基づく教育体制への転換が、1920年代の教員の世代交代（中
世史の平泉澄、古代史の坂本太郎）にともなって進んだこと、②戦前の教育研究体制では明治以
降の歴史（いわゆる日本近代史）は対象とされていなかったが、卒業生の就職先などをみると、























































































































































































































































（ 1 ）	 なお、【表Ａ】の作成にあたっては、時田栄子・田中勇作両氏の協力を得た。
（ 2 ）	 東京大学百年史編集委員会編『東京大学百年史 部局史一』（東京大学出版会、1986年）437－
438頁。西山伸「戦時期における高等教育機関の在学・修業年限短縮について」（『京都大学大
学文書館研究紀要』15号、2017年）。
（ 3 ）	 昭和初年は「名簿」の順列とほぼ対応するが、冒頭部分が一致しない。入学年次に係わる
のか、本文でも指摘するように「官報」と照合して入学年次も確認する必要があるが、本稿
では未検討に終わった。今後の課題としたい。





（ 5 ）	 東京大学百年史編集委員会編『東京大学百年史 部局史一』（東京大学出版会、1986年）426－
428頁。
















（ 8 ）	 拙編『明治が歴史になったとき 史学史としての大久保利謙』（勉誠出版、2020年）参考。

















































卒業年 氏名 時代 卒業論文題目 備考

















栢原 昌三 中世 足利幕府の明國貿易 選科











江戸 千太郎 古代 國史上ニ於ケル浪人問題 選科
阪本 廣太郎 古代 奈良平安時代の財政の研究 選科









玉利 陟 中世 實氏薨去以前の西園寺家 選科












諏訪 強哉 近世 德川家康の民政 選科




































有堀 市三郎 中世 院政論 選科








遊佐 正雄 幕末 攘夷論の變遷 選科
















西村 為之助 古代 我國上古及び中古の祭祀に就いて 選科
1920 大正 1 1 飯田 梅太郎 中世 承久亂と其の人心に及ぼせし影響
38
（47）




吉田 仁作 古代 熊襲考 （ 月卒業
藤野 憲夫 近世 織田豊臣二氏の經濟政策 選科




西岡 虎之助 古代 軍團制之崩壞に關する硏究 選科
1922 大正11 1 内藤 政光 近世 参勤交代
森谷 秀亮 古代 奈良朝時代を中心とせる寺領の硏究
藤崎 俊茂 中世 泰時の政治に就て
楠田 覺眞 中世 本願寺覺如を中心としたる鎌倉後期南北朝前期の眞宗 選科
1923 大正12 1 渡部 多仲 古代 王朝時代に於ける墾田に就いて
相田 二郎 中世 土地沽却上の支拂品より見たる錢貨流通狀態（自王朝時代至鎌倉時代）
澤田 吾一 古代 奈良朝時代の人口論
甘蔗 普濟 古代 上代に於ける海部に就いて 選科
和田 軍一 古代 上代に於ける歸化人の活動
1924 大正13 1 鳥羽 正雄 未詳 關東に於ける都市の發達
丸山 二郎 古代 上代史に於ける東方及蝦夷に對する政策
三上 左明 中世 室町戰國時代を中心とせる伊勢神宮と國民との關係
1925 大正14 1 吉村 茂樹 古代 藏人所の硏究
岩生 成一 近世 江戸時代鎖國前後に於ける日支貿易
佐々木 隆美 中世 吉田兼倶と其唯一神道
三條西 公正 中世 室町末期に於ける公家生活 1926年卒業
多久 龍三郎 近世 享保以後に現はれたる奢侈論に就ての一考案 1926年卒業
1926 大正15 1 橋村（のち川副） 博 中世 毛利氏の隣交政策に就て






圭室 諦成 中世 京都五山禪林に就いての一考察（主として應永より文正頃まで） 選科






































1930 昭和 1 1 林 大吉郎 近世 豐臣秀吉の宗教政策
高橋 重五郎 近世 江戸後半期の經濟的考察 1929卒論
川崎 庸之 中世 鎌倉時代初期に於ける新佛教運動に就いて
紀 祝 近世 江戸時代に於ける諸藩の財政に就て












































卒業年 氏名 時代 卒業論文題目 備考






















































藤田 四郎 近世 江戸時代の交通―主として街道と關所とに就て― 1936年卒業
藤原 治 近世 徳川時代に於ける入會の研究
前川 正夫 近世 近世初期の商業組合 1935年卒業
松崎 宗雄 古代 上代歸化人の研究
三好 不二雄 中世 戰國時代に於ける寺院經濟  
35
（50）
卒業年 氏名 時代 卒業論文題目 備考
  箭内 健次 近世 近世初頭に於ける日本とイスパニヤとの關係―フィリッピンを中心
とせる―
吉村 宮男 近世 近世に於ける近江商人の發展
1935 昭和10 1 大谷 幸雄 近世 徳川幕府の蝦夷地經營
大野 達之助 古代 傳教大師の大乗戒創立に就て
岡村 清顯 近世 徳川幕府の町人政策 1934年卒論
副島 種經 近世 徳川時代の織物業に就いて 1936年卒業
鳥巣 通明 近世 公家に於ける﨑門學の研究
平久保 章 中世 〈足利時代に於ける〉五山禪僧の活動
藤田 四郎 近世 天保の改革に就て 1936年卒業




















1936 昭和11 1 五十里 精一 近世 近世初期の鑛山
副島 種經 幕末 幕末開港の蠶糸業並に機業に及ぼせる影響 1934・35年卒論


























山下 千本 幕末 〈近世末期に於ける〉海外文明の吸収―特に薩藩を中心として―  
34
（51）
卒業年 氏名 時代 卒業論文題目 備考
横井 保平 近世 近世初期基督教問題の社會的考察


































































































山田 明 幕末 藤田幽谷研究 1940年卒業
1940 昭和15 1 谷 江晏 近世 江戸時代に於ける土地開發に就いて 1941年卒業
原 正 幕末 佐久間象山の研究
村尾 次郎 古代 〈上代に於ける〉歸化人同化の一考察




















卒業年 氏名 時代 卒業論文題目 備考



























































奥田 幡次郎 近世 享保改革期に於ける農村状態―特に加賀藩を中心として―  
31
（54）































































卒業年（≠年度） 総数 古代 中世 近世 幕末 近代 未詳
1905 	 4 	 4
1906 	 6 	 1 	 3 	 2
1907 	 8 	 1 	 6 	 1
1908 13 	 7 	 3 	 2 	 1
1909 10 	 2 	 5 	 2 	 1
1910 13 	 2 	 6 	 3 	 1 	 1
1911 	 8 	 3 	 5
1912 	 6 	 2 	 3 	 1
1913 	 4 	 2 	 2
1914 	 7 	 3 	 3 	 1
1915 	 9 	 0 	 7 	 1 	 1
1916 	 9 	 1 	 4 	 3 	 1
1917 	 5 	 1 	 3 	 1
1918 	 5 	 2 	 3
1919 	 7 	 1 	 3 	 3
1920 	 6 	 1 	 5
1921 	 5 	 1 	 1 	 2 	 1
1922 	 4 	 1 	 2 	 1
1923 	 5 	 4 	 1
1924 	 3 	 1 	 1 	 1
1925 	 5 	 1 	 2 	 2
1926 	 8 	 2 	 4 	 2
1927 	 6 	 2 	 1 	 3 	 4
1928 12 	 2 	 4 	 4 	 1 	 1
1929 17 	 7 	 4 	 6
1930 14 	 4 	 4 	 6
1931 18 	 5 	 4 	 8 	 1
1932 23 	 4 	 8 10 	 1
1933 26 	 6 	 9 10 	 1
1934 25 	 6 	 7 12
1935 27 	 8 	 6 12 	 1
1936 30 	 8 	 9 	 9 	 3 	 1
1937 30 	 8 	 8 12 	 2
1938 29 	 9 	 8 	 9 	 1 	 2
1939 32 	 6 13 10 	 2 	 1
1940 26 	 6 	 6 	 8 	 5 	 1
1941年 1 月 24 	 7 	 8 	 8 	 1
1941年12月 20 	 4 	 9 	 5 	 1 	 1
1942 24 	 2 11 	 9 	 1 	 1
1943 29 11 	 3 11 	 4
1944 12 	 4 	 2 	 6
